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男性交代勤務労働者の飲酒行動の特徴と問題飲酒に関連する要因の検討
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目的 問題飲酒の早期発見と適切な介入のための示唆を得るために，交代勤務労働者の飲酒行動の

特徴と問題飲酒に関連する要因を明らかにする。

方法 A 工場の全従業員を対象に無記名自記式質問紙調査を実施した。交代勤務労働者が全員男性

であったため，性差を考慮し，日勤者から女性を除外し，230人を分析対象とした。調査内容

は問題飲酒の有無，飲酒行動，問題飲酒の関連項目等とし，交代勤務と問題飲酒，交代勤務お

よび問題飲酒と各飲酒行動等の関連について分析を行った。また「問題飲酒の有無」を従属変

数とし，単変量解析で P＜0.20の変数を独立変数として，年齢を強制投入した上で，変数減少

法による二項ロジスティック回帰分析を行った。

結果 交代勤務労働者の飲酒行動の特徴として，「自宅」での飲酒が日勤者に比べ有意に多かった

（P＝0.037）。交代勤務労働者の飲酒理由は日勤者に比べ「よく眠れるように」（P＝0.006）が

有意に多く，入眠のために飲酒することがある交代勤務労働者が，日勤者に比べ有意に多かっ

た（P＜0.001）。
「入眠のための飲酒あり」（OR 6.38, 95CI:2.1119.29, P＝0.001），「（職業性ストレスの）

身体的負担が高いこと」（OR 2.24, 95CI:1.114.51, P＝0.024）は問題飲酒のリスク増加と有

意に関連が認められ，「家族・友人からのサポートが高いこと」は問題飲酒のリスク減少と有

意な関連が認められた（OR 0.75, 95CI:0.580.97, P＝0.030）。
結論 男性交代勤務労働者の飲酒行動の特徴と問題飲酒の関連要因について検討した結果，日勤者

に比べ「自宅での飲酒」，「入眠のための飲酒」が有意に多いことが特徴であった。

男性交代勤務労働者の問題飲酒のリスク増加には，「入眠のための飲酒あり」，「身体的負担

が高い」ことが関連し，「家族・友人からのサポート」は問題飲酒のリスク減少に関連してい

たことから，夜間の勤務終了後の入眠困難感を把握し，飲酒以外の対処行動を支援するととも

に，友人や家族からのサポートの重要性について啓発が必要である。
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 緒 言

日本では，産業保健において問題飲酒（Alco-
holism）が，欠勤（Absenteeism），事故多発（Acci-
dent）とともに職場の 3A と称され，安全衛生上の

重要課題とされてきた。問題飲酒は当該個人の問題

に留まらず，職場の生産性およびモラルの低下や労

災事故の発生等をもたらし，周囲の労働者に影響を

及ぼすことも少なくない1)。しかしながら，具体的

な対策の進め方が確立されていないことや，飲酒に

寛容な職場風土などから，労働者の問題飲酒が著明

に改善してきたとは言えない状況である2)。労働者

の飲酒行動は，職場環境の影響を受けることが明ら

かである2)ことから，労働者の問題飲酒対策を検討

する上では，問題飲酒に関連する職場環境による要

因を具体化することが重要であると考える。

近年の職場環境の変化の一つに交代勤務の拡大が

ある。交代勤務は，都市全体の「24時間型社会」化

が進行したことに伴い拡大しており3)，2007年の労

働者健康状況調査4)では，交代勤務や夜勤に従事す

る日本の労働者の割合は27を占めている。交代勤

務労働者では睡眠時間帯の頻繁な変化による睡眠障

害が多く見られ，典型的な睡眠障害として夜間の勤

務を終えてから睡眠をとる際になかなか寝付けず，

寝付いても何回も途中で目が覚めてしまうという症
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状が認められている5)。このような理由から，交代

勤務労働者では睡眠時間が短くアルコール摂取や睡

眠薬の使用頻度が高いことが報告されている6)。ア

メリカの研究7)では，勤務時間が変動する職業にお

いて多量飲酒者が多いということが明らかになって

いるが，日本においては，交代勤務労働者の飲酒行

動の特徴や問題飲酒の関連要因について検討した先

行研究は少なく，十分なエビデンスは得られていな

い。

そこで本研究は，問題飲酒の早期発見と適切な介

入のための示唆を得るために，交代勤務労働者の飲

酒行動の特徴と問題飲酒に関連する要因を明らかに

することを目的とした。

 研 究 方 法

. 対象者および調査方法

A 工場に勤務する全従業員377人を対象として，

平成26年10月から11月に無記名自記式質問紙調査を

実施した。A 工場は，主に化学品の研究・開発を

行っており，製造ラインに従事している従業員が三

交代勤務を行っている。交代勤務労働者は日勤，準

夜勤，夜勤を 3 日間ずつローテーションし，各勤務

の間に 1 日の休みを挟む体制で勤務している。

調査票は，産業保健師を通じて，健康診断の問診

票とともに従業員に配布し，工場内に設置した回収

箱又は郵送法により回収した。

. 調査内容

1) 問題飲酒の関連項目

問題飲酒の関連項目として，基本的属性（年齢，

性別，同居家族の有無），勤務形態（交代勤務の有

無），職業性ストレスを調査した。なお，職業性ス

トレスは信頼性が確認されている職業性ストレス簡

易調査票8)を用いて評価した。この調査票は57項目

からなり，仕事のストレス要因（仕事の負担度，仕

事のコントロール，対人関係，仕事の適合性）17項
目，ストレス反応（心理的ストレス反応・身体的ス

トレス反応）29項目，修飾要因（上司，同僚からの

支援，家族・友人からの支援，仕事および生活の満

足度）11項目から構成されている。各項目は 4 件法

（例1＝そうだ，2＝まあそうだ，3＝ややちがう，

4＝ちがう）で回答を求め，下光らが作成した素点

換算票9)に基づき素点を算出し，下位尺度ごとに高

低が評価できるようにした。下位尺度は，ストレス

の原因と考えられる因子 9 項目，ストレスによって

起こる心身の反応 6 項目，ストレスに影響を与える

他の因子 4 項目で構成されている。

2) 問題飲酒

WHO が問題飲酒者を早期のうちに同定すること

を目的として開発したスクリーニング検査 AUDIT
（Alcohol Use Disorders Identiˆcation Test）の日本語

版10)のうち，core AUDIT とされる10項目の質問票

への回答の合計点（0 点40点）で判定した。飲酒

頻度は，◯全く飲まない（0 点）から週 4 回以上

（4 点），◯ 1 日の平均飲酒量は 12 ドリンク（0 点）

から10ドリンク以上（4 点），◯多量飲酒（6 ドリン

ク以上），◯自制障害，◯飲酒が他の活動に優先，

◯迎え酒，◯飲酒後の後悔，◯ブラットアウトの 6
項目の頻度は，全くない（0 点）から毎日（4 点）

までの 5 件法で回答を求め，◯飲酒関連のケガと◯

他者からの節酒の勧めは，ない（0 点），1 年以上前

にはある（2 点），1 年以内にはある（4 点）の 3 件

法で回答を求めた。本研究では，厚生労働省の手引

き11)に基づき，AUDIT 得点 8 点以上を問題飲酒と

した。

3) 飲酒行動等

堀川らの調査12)を参考に，AUDIT には含まれて

いない，飲酒場所，飲酒相手，飲酒理由，入眠のた

めに飲酒することの有無について選択式にて回答を

求めた。

また，交代勤務労働者に対しては，上記に加え，

夜間の勤務終了後に飲酒することの有無について選

択式にて回答を求めた。

. 分析方法

交代勤務労働者が全員男性であったため，性差を

考慮し，男性のみを分析対象とした。基本統計量を

算出後，勤務形態と各項目との関連および勤務形態

別の問題飲酒と各項目との関連は，カテゴリー変数

に関してはカイ二乗検定または Fisher の直接確率

法を，数量変数に関しては対応のない t 検定を行っ

た。夜間勤務終了後の飲酒頻度と AUDIT 得点との

関連は Spearman の相関係数を用いて検討した。な

お，飲酒行動と勤務形態の関連は非飲酒者を除いて

分析し，飲酒理由（複数回答）に関しては 1 つも選

択していない者は分析から除外した。

さらに，「問題飲酒の有無」を従属変数とし，年

齢は強制投入した上で，変数減少法による二項ロジ

スティック回帰分析を行った。独立変数は，複数回

答である「飲酒理由」を除き単変量解析で問題飲酒

との関連が P＜0.20の変数とした。

分析には統計ソフト IBM SPSS statistics21 for
Windows を用いた。有意水準は 5とした。

. 倫理的配慮

A 工場の管理監督者である工場長および従業員に

は，研究目的・方法，研究参加への自由意思の尊

重，不参加への不利益がないことなどについて文書

で説明し，調査票の回答をもって同意が得られたも
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表 勤務形態別にみた対象者の属性・飲酒状況

交代勤務労働者
(n＝95)

日勤者
(n＝135) P 値

数（) 数（)

年齢 42.7±12.8歳 45.7±11.4歳 0.063

同居者 一人暮らし 10(10.5) 37(27.4)
0.002

同居家族あり 85(89.5) 98(72.6)

飲酒頻度 全く飲まない 7( 7.4) 16(11.9)

0.067
月 1 回以下 10(10.5) 16(11.9)
月 2～4 回 8( 8.4) 27(20.0)
週 2～4 回 17(17.9) 18(13.3)
週 4 回以上 53(55.8) 58(43.0)

問題飲酒 非問題飲酒者
（AUDIT＜8 点） 51(53.7) 75(55.6)

0.779
問題飲酒者
（AUDIT≧8 点） 44(46.3) 60(44.4)

表 勤務形態別にみた職業性ストレスの実態

交代勤務
労働者

(n＝85)#1
日勤者

(n＝124)#2
P 値

平均
標準
偏差 平均

標準
偏差

職業性
ストレス
得点#3

ストレスの原因と考えられる因子

量的負担 7.59 2.15 9.11 1.91 ＜0.001
質的負担 7.74 1.69 8.64 1.69 ＜0.001
身体的負担 2.51 0.78 1.79 0.79 ＜0.001
職場環境によるスト
レス 2.66 0.92 1.91 0.79 ＜0.001

対人関係ストレス 6.95 1.79 6.61 1.77 0.177
仕事のコントロール度 7.68 1.83 8.21 1.72 0.038
技能の活用度 2.74 0.71 2.88 0.76 0.182
仕事の適性度 2.69 0.76 2.75 0.76 0.595
働きがい 2.60 0.83 2.79 0.73 0.081

ストレスによって起こる心身の反応

活気 8.40 1.88 8.18 1.89 0.407
イライラ感 8.55 2.36 8.32 2.12 0.471
疲労感 8.88 2.24 8.56 2.05 0.286
不安感 8.96 1.98 8.37 1.68 0.025
抑うつ感 18.76 4.35 18.20 3.63 0.327
身体愁訴 35.08 6.57 34.27 5.85 0.362

ストレス反応に影響を与える他の因子

上司からのサポート 7.27 2.09 7.63 2.13 0.216
同僚からのサポート 7.74 1.80 8.16 1.87 0.104
家族・友人からのサ
ポート 9.35 2.14 9.15 2.11 0.506

仕事や生活の満足度 5.62 1.35 5.72 1.35 0.613

#1 交代勤務労働者95人から職業性ストレス項目無回答者10人
を除外

#2 日勤者135人から職業性ストレス項目無回答者11人を除外
#3 評価は，引用文献9)による。
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のとした。なお，本研究は新潟大学大学院保健学研

究科研究倫理審査委員会の承認（平成26年 9 月30日
承認番号第116号）を得て実施した。

 研 究 結 果

. 調査票の回収状況

A 工場の全従業員377人に調査票を配布し，272人
から回答を得た（回収率72.1）。交代勤務労働者

が全員男性であったため，日勤者から女性30人を除

外し，そのうち AUDIT の得点が算出可能な230人
を分析対象とした。

. 勤務形態別の対象者の属性および飲酒状況

（表）

勤務形態別の割合をみると，交代勤務労働者

41.3（95人）で，日勤者は58.7（135人）であっ

た。交代勤務労働者は日勤者に比べ，一人暮らしの

割合が有意に低かった（P＝0.002）。飲酒頻度は勤

務形態による有意差は認められなかった。問題飲酒

者の割合は45.2で，勤務形態別にみると，交代勤

務労働者が46.3，日勤者が44.4で，問題飲酒と

勤務形態との有意な関連はみられなかった。

. 職業性ストレスとソーシャルサポートの実態

（表）

勤務形態別に職業性ストレスの点数をみると，

「身体的負担」（P＜0.001），「職場環境によるストレ

ス」（P＜0.001），「不安感」（P＝0.025）が交代勤務

労働者で有意に高く，「量的負担」（P＜0.001），「質

的負担」（P＝0.001）が日勤者で有意に高かった。

また，「仕事のコントロール度」が交代勤務労働者

で有意に低かった（P＝0.038）。ソーシャルサポー

トについては，勤務形態による有意差は認められな

かった。

. 勤務形態別の飲酒行動の特徴（表）

交代勤務労働者の飲酒行動の特徴として，「自宅」

での飲酒（P＝0.037）が日勤者に比べ有意に多かっ

た。また，入眠のための飲酒が「たまにある」～

「常にある」と回答した者を「入眠のための飲酒あ

り」群，「全くない」と回答した者を「入眠のため

の飲酒なし」群の 2 群に分類して勤務形態との関連

について分析した結果，交代勤務労働者は日勤者に

比べ有意に「入眠のための飲酒あり」の割合が高かっ

た（P＜0.001）。飲酒理由では「よく眠れるように」

（P＜0.001）が日勤者に比べ有意に多かった。

. 勤務形態別の問題飲酒の関連要因

交代勤務労働者，日勤者ともに，問題飲酒群にお

いて「飲酒場所が自宅」，「一人」での飲酒が有意に

多かった（表 4）。交代勤務労働者の問題飲酒群の

「夜間勤務終了後の飲酒」との関連について，夜間

勤務終了後の飲酒が「たまにある」～「常にある」

を「夜間勤務終了後の飲酒あり」群，「全くない」
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表 勤務形態別にみた飲酒行動の実態（飲酒習慣

を有する者における集計)

交代勤務
労働者

(n＝89)#1
日勤者

(n＝119)#2 P 値

数（)#3 数（)#3

飲酒場所 自宅 72(80.9) 76(67.9)
0.037

自宅以外 17(19.1) 36(32.1)

飲酒相手 一人 56(62.9) 59(52.7)
0.145

誰かとともに 33(37.1) 53(47.3)

入眠のため
の飲酒

ある 50(56.2) 32(28.3)
＜0.001

ない（全くない) 39(39.8) 81(71.7)

飲酒理由#4

（複数回答)
疲れを癒す 39(43.3) 36(31.9) 0.092
友人仲間との交際
を深める 44(48.9) 66(58.4) 0.176

気分を変える 36(40.0) 39(34.5) 0.421
家族との団らん 14(15.6) 19(16.8) 0.809
お酒が好き 37(41.1) 35(31.0) 0.134
よく眠れるように 25(27.8) 14(12.4) 0.006
仕事上の交際・接
待のため 15(16.7) 45(39.8) ＜0.001

飲む場所の雰囲気
が好き 16(17.8) 14(12.4) 0.283

特に理由はない 13(14.4) 9( 8.0) 0.140
その他 1( 1.1) 6( 5.3) 0.103

#1 交代勤務労働者95人から非飲酒者 6 人を除外
#2 日勤者135人から非飲酒者16人を除外
#3 各項目の人数およびは当該項目の欠落（無回答）者は除

外して集計した。
#4 飲酒理由（複数回答）に関しては 1 つも選択していない 5

人は除いて集計分析を行った。
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を「夜間勤務終了後の飲酒なし」群の 2 群として分

析した。その結果，問題飲酒群では「夜間勤務終了

後の飲酒あり（P＝0.001），「入眠のための飲酒あり」

（P＜0.001）が有意に多かった（表 4）。一方，日勤

者では，非問題飲酒群において有意に「入眠のため

の飲酒あり」が多かった。また，表には示していな

いが，「夜間勤務終了後の飲酒頻度」と「AUDIT
得点」（r＝0.527，P＜0.001），「入眠のための飲酒

頻度」（r＝0.546，P＜0.001）には中等度の正の相

関があった。

交代勤務労働者の問題飲酒と職業性ストレスとの

関連では，問題飲酒群において，「対人関係ストレ

ス」が有意に高く（P＝0.029），「同僚からのサポー

ト」（P＝0.012），「家族・友人からのサポート」（P
＝0.040）が有意に低かった（表 5）。

交代勤務労働者の問題飲酒の有無を従属変数と

し，年齢を強制投入し，変数減少法による二項ロジ

スティック回帰分析を行った。独立変数は「夜間勤

務終了後の飲酒」，「飲酒場所」，「飲酒相手」，「入眠

のための飲酒」，「身体的負担」，「対人関係ストレ

ス」，「抑うつ感」，「身体的愁訴」，「同僚からのサポー

ト」，「家族・友人からのサポート」の10項目とした。

その結果，「入眠のための飲酒あり」（OR 6.38, 95
CI:2.1119.29, P＝0.001），「（職業性ストレスの）

身体的負担が高いこと」（OR 2.24, 95CI:1.11
4.51, P＝0.024）は問題飲酒のリスク増加と有意に

関連が認められた。「家族・友人からのサポートが

高いこと」は問題飲酒のリスク減少と有意な関連が

認められた（OR 0.75, 95CI:0.580.97, P＝0.030）
（表 61）。一方，日勤者では「飲酒場所」，「飲酒相

手」，「入眠のための飲酒」，「対人関係ストレス」，

「抑うつ感」，「家族・友人からのサポート」の 6 項

目を独立変数とし，交代勤務労働者と同様に二項ロ

ジスティック回帰分析を行ったところ，「飲酒相手

がいないこと」が問題飲酒のリスク増加と有意な関

連があった（OR 2.937, 95CI:1.306.65, P＝0.010）
（表 62）。

 考 察

. 問題飲酒の実態と勤務形態との関連

2013年の全国調査13)では，男性の問題飲酒者は

24.5であり，回答者の年齢構成等が異なることか

ら一概に比較はできないが，本研究における問題飲

酒者の割合は一般集団に比較して高いといえる。こ

れは，本調査を実施した県の成人一人当たりの酒類

販売（消費）数量が全国 4 位と高いことが関係して

いると考えられる14)。一方，問題飲酒の割合は，交

代勤務労働者で46.3，日勤者で44.4と勤務形態

による有意差は認められなかった。また，交代勤務

のシフトの種類には，日勤，深夜勤，準夜勤，早出

出勤などの勤務がローテーションしながら繰り返す

「短期交代シフト」や深夜勤のみを継続して行う

「長期固定シフト」など様々なシフトがある15)ため，

多様なシフトの問題飲酒の影響については，更なる

検討が必要である。

. 交代勤務労働者の飲酒行動の特徴

本研究では，交代勤務労働者において，「自宅」

での飲酒の割合が日勤者に比べ有意に多かった。交

代勤務労働者は，勤務終了後に飲酒する場合，飲酒

できる飲食店の営業時間外である場合が多いことが

影響していると考えられる。

また，交代勤務労働者では入眠のために飲酒する

者が日勤者に比べ有意に多かった。オーストラリア

で実施された交代勤務の看護師を対象とした調査で

は，44の看護師が少なくとも 1 回以上入眠のため

に飲酒したことがあり，休日よりも勤務日において

入眠のための補助手段として飲酒していることが報

告されている16)。同様にアメリカで実施された看護

師を対象とした調査においても，交代勤務からの解
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表 勤務形態別にみた問題飲酒と飲酒行動との関連

交代勤務労働者 日 勤 者

非問題飲酒群 問題飲酒群

P 値

非問題飲酒群 問題飲酒群

P 値AUDIT＜8 点
(n＝51)

AUDIT≧8 点
(n＝44)

AUDIT＜8 点
(n＝75)

AUDIT≧8 点
(n＝60)

数（)#1 数（)#1 数（)#1 数（)#1

夜間勤務終
了後の飲酒

ある 29(56.9) 39(88.6)
0.001 ― ―

ない（全くない) 22(43.1) 5(11.4)

飲酒場所 自宅 31(68.9) 41(93.2)
0.004

31(56.4) 45(78.9)
0.011

自宅以外 14(31.1) 3( 6.8) 24(43.6) 12(21.1)

飲酒相手 一人 22(48.9) 34(77.3)
0.006

21(38.2) 38(66.7)
0.003

誰かとともに 23(51.1) 10(22.7) 34(61.8) 19(33.3)

入眠のため
の飲酒

ある 17(37.8) 33(75.0)
＜0.001

9(16.4) 23(39.7)
0.006

ない（全くない) 28(62.2) 11(25.0) 46(83.6) 35(60.3)

飲酒理由#2

（複数回答)
疲れを癒す 14(31.1) 25(56.8) 0.015 13(23.6) 23(39.7) 0.068
友人仲間との交際を深める 20(44.4) 24(54.5) 0.341 34(61.8) 32(55.2) 0.474
気分を変える 15(33.3) 21(47.7) 0.167 15(27.3) 24(41.4) 0.115
家族との団らん 7(15.6) 7(15.9) 0.963 8(14.5) 11(19.0) 0.530
お酒が好き 6(13.3) 31(70.5) ＜0.001 8(14.5) 27(46.6) ＜0.001
よく眠れるように 8(17.8) 17(38.6) 0.029 5( 9.1) 9(15.5) 0.300
仕事上の交際や接待のため 8(17.8) 7(15.9) 0.814 27(49.1) 18(31.0) 0.050
飲む場所の雰囲気が好き 5(11.1) 11(25.0) 0.088 5( 9.1) 9(15.5) 0.300
特に理由はない 12(26.7) 1( 2.3) 0.001 4( 7.3) 5( 8.6) 0.791
その他 1( 2.2) 0( 0.0) 0.320 3( 5.5) 3( 5.2) 0.947

#1 各項目の人数およびは当該項目の欠落（無回答）者は除外して集計した。
#2 飲酒理由（複数回答）に関しては 1 つも選択していない 5 人は除いて集計分析を行った。
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放と入眠の補助手段として飲酒しているという報

告17)があり，不規則な勤務スケジュールによる睡眠

や飲酒行動への影響が指摘されてる。日本でも，交

代勤務労働者の69に睡眠障害がみられる18)ことや

アルコール摂取や睡眠薬の使用頻度が高いこと19)が

報告されている。本研究の分析対象は男性のみだ

が，看護師を対象としたアメリカの先行研究と同様

に，交代勤務労働者が入眠の補助手段として飲酒し

ていることが推察された。

. 交代勤務労働者の問題飲酒の関連要因

本研究では，交代勤務労働者の問題飲酒群におい

て有意に「入眠のための飲酒あり」が多いことが日

勤者と異なり，特徴的で，「入眠のための飲酒あり」

は交代勤務労働者の問題飲酒のリスク増加に有意に

関連していた。また，交代勤務労働者の AUDIT 得

点と「夜間勤務終了後の飲酒頻度」と「入眠のため

の飲酒頻度」に関連がみられたことから，交代勤務

労働者が夜間の勤務終了後に入眠のために習慣的に

飲酒していることが推測された。足達ら20)も，問題

飲酒と入眠飲酒との関連を明らかにしており，習慣

的な飲酒によりアルコールに耐性が生じることで，

飲酒量が増加する可能性が考えられ，問題飲酒のリ

スク増加にも影響していることが推測された。

交代勤務労働者では問題飲酒群において有意に

「同僚からのサポート」，「家族・友人からのサポー

ト」が低く，「家族・友人からのサポートが高い」

ことは問題飲酒のリスク減少に関連していた。交代

勤務労働者は周囲の人々との生活時間にずれがある

という心理的ストレスに暴露されており，家庭や職

場では，交代勤務労働者への勤務形態への理解不足

やコミュニケーション不足に陥りやすい状況にあ

る18)ことが報告されている。そのため，問題飲酒の

予防には日勤者以上に，同僚や家族・友人によるサ

ポートが重要であると考えられる。これまでにも仕

事や職場に関連した心理社会的ストレスが労働者の

飲酒に影響することは報告2)されているが，本研究

では，仕事の「身体的負担」が高いことが，交代勤

務労働者の問題飲酒のリスク増加に関連していた。

また，交代勤務労働者は日勤者に比べ，有意に「身

体的負担」の点数が高かったことから，交代勤務労
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表 勤務形態別にみた問題飲酒と職業性ストレス

交代勤務労働者 日 勤 者

非問題飲酒群 問題飲酒群

P 値

非問題飲酒群 問題飲酒群

P 値AUDIT＜8 点
(n＝45)#1

AUDIT≧8 点
(n＝40)#2

AUDIT＜8 点
(n＝70)#3

AUDIT≧8 点
(n＝54)#4

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

職業性
ストレス
平均得点#5

ストレスの原因と考えられる因子

量的負担 7.51 2.19 7.68 2.13 0.728 8.34 2.16 8.65 2.12 0.295
質的負担 7.53 1.75 7.98 1.61 0.232 8.17 1.74 8.39 1.76 0.372
身体的負担 2.40 0.75 2.62 0.81 0.187 2.09 0.83 2.07 0.90 0.877
職場環境によるストレス 2.64 0.96 2.68 0.89 0.880 2.25 0.9 2.17 0.96 0.543
対人関係ストレス 6.56 1.83 7.40 1.66 0.029 6.57 1.81 6.96 1.74 0.112
仕事のコントロール度 7.67 1.98 7.70 1.66 0.934 8.00 1.79 7.98 1.79 0.936
技能の活用度 2.76 0.68 2.73 0.75 0.844 2.82 0.75 2.83 0.75 0.948
仕事の適性度 2.60 0.84 2.80 0.65 0.226 2.67 0.75 2.80 0.72 0.206
働きがい 2.56 0.92 2.65 0.74 0.605 2.70 0.78 2.72 0.77 0.840

ストレスによって起こる心身の反応

活気 8.40 1.83 8.40 1.96 1.000 8.26 1.83 8.27 2.01 0.958
イライラ感 8.78 2.34 8.30 2.38 0.354 8.51 2.12 8.32 2.32 0.544
疲労感 9.00 2.02 8.75 2.48 0.610 8.69 2.03 8.69 2.25 0.975
不安感 9.20 1.93 8.70 2.03 0.615 8.65 1.79 8.57 1.88 0.762
抑うつ感 19.62 3.63 17.8 4.90 0.053 18.79 3.47 18.00 4.40 0.175
身体愁訴 36.04 5.72 34.0 7.33 0.153 37.85 6.37 34.32 5.91 0.541

ストレス反応に影響を与える他の因子

上司からのサポート 7.29 2.02 7.25 2.00 0.926 7.53 2.10 7.43 2.06 0.722
同僚からのサポート 8.20 1.53 7.23 1.95 0.012 8.14 1.86 7.83 1.83 0.229
家族・友人からのサ
ポート 9.80 1.94 8.85 2.26 0.040 9.01 2.13 9.01 2.10 0.151

仕事や生活の満足度 5.73 1.36 5.50 1.24 0.412 5.75 1.38 5.60 1.27 0.428

#1 交代勤務労働者の非問題飲酒群51人から職業性ストレス項目無回答者 6 人を除外
#2 交代勤務労働者の問題飲酒群44人から職業性ストレス項目無回答者 4 人を除外
#3 日勤者の非問題飲酒群75人から職業性ストレス項目無回答者 5 人を除外
#4 日勤者の問題飲酒群60人から職業性ストレス項目無回答者 6 人を除外
#5 評価は，引用文献9)による

723第64巻 日本公衛誌 第12号2017年12月15日

働者は勤務形態の影響により，身体的負担を感じて

いる可能性が考えられる。このように，交代勤務労

働者の問題飲酒の関連要因は日勤者と異なった特徴

を示していたことから，交代勤務労働者の特徴をふ

まえた問題飲酒の予防，早期発見，支援が必要であ

る。

. 交代勤務労働者における問題飲酒の予防，早

期発見，支援への示唆

本研究における交代勤務労働者は，「入眠のため

の飲酒あり」が問題飲酒のリスク増加に関連してい

た。日本では欧州諸国に比べ，不眠解消のための対

処行動として，医師を受診する割合が低く，飲酒す

る割合が高い21)ことから，交代勤務労働者の問題飲

酒対策においては，勤務形態の睡眠への影響を考慮

し，夜間勤務終了後の入眠の補助手段としての飲酒

の防止が重要であることが示唆された。

そこで，問題飲酒予防のためには管理職教育や従

業員教育において「入眠のための飲酒」が問題飲酒

の危険因子であることを周知し，睡眠障害とその対

処行動に対する正しい知識を付与することが重要で

ある。加えて，管理職教育においては「部下の睡眠

状況や飲酒状況を把握し，適切な相談者につなげ

る」等のラインケアの内容も含めて行うことが有効

である。

問題飲酒者の早期発見において，「入眠のための

飲酒の有無」を確認することが有効である可能性が
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表 問題飲酒の関連要因

表 交代勤務労働者における問題飲酒の関連要

因#1

要 因 オッズ比 95信頼区間 P 値

入眠のための
飲酒の有無 あり/なし 6.38 2.11 19.29 0.001

身体的負担 1 点上昇毎 2.24 1.11 4.51 0.024

家族・友人か
らのサポート 1 点上昇毎 0.75 0.58 0.97 0.030

年齢 1.00 0.96 1.05 0.836

#1 年齢を調整変数（強制投入）とし，問題飲酒と単変

量解析で P＜0.20（表 4 および表 5，ただし複数回答

の「飲酒理由」は除外）を示した「夜間勤務終了後

の飲酒」，「飲酒場所」，「飲酒相手」，「入眠のための

飲酒」，「身体的負担」，「対人関係ストレス」，「抑う

つ感」，「身体的愁訴」，「同僚からのサポート」，「家

族・友人からのサポート」を独立変数とした変数減

少法による二項ロジスティック回帰分析

表 日勤者における問題飲酒の関連要因#2

要因 オッズ比 95信頼区間 P 値

飲酒相手 なし(一人)/あり 2.94 1.30 6.65 0.010

年齢 1.03 0.99 1.07 0.188

#2 年齢を調整変数（強制投入）とし，問題飲酒と単変

量解析で P＜0.20（表 4 および表 5，ただし複数回答

の「飲酒理由」は除外）を示した「飲酒場所」，「飲

酒相手」，「入眠のための飲酒」，「対人関係ストレ

ス」，「抑うつ感」，「家族・友人からのサポート」を

独立変数とした変数減少法による二項ロジスティッ

ク回帰分析
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示唆されたことから，定期健康診断時の問診時に飲

酒量や飲酒頻度と合わせて確認することや，保健指

導対象者に対して，確認するといった支援の導入が

有効であると考えられる。とくに，交代勤務労働者

の支援においては，夜間の勤務終了後の入眠困難感

を把握し，専門医への相談を勧める等の飲酒以外の

対処行動を支援する必要がある。また，支援時には

身体的負担の状況を把握することや，友人や家族等

からのサポートの重要性について啓発が必要である。

. 本研究の限界と課題

本研究は質問紙による横断調査であり，問題飲酒

や職業性ストレス，ストレスコーピングの評価は自

記式評価尺度に依拠したものであり，申告バイアス

の影響を否定できない。

また，調査対象が製造業に従事する一事業所の社

員のみであり，結果を一般化するには限界がある。

二交代や夜勤専従等多様な交代勤務形態の影響や地

域差も想定されるため，対象事業所を拡大し，女性

のデータを含めて広域での調査が必要である。

 結 語

男性交代勤務労働者の飲酒行動の特徴と問題飲酒

の関連要因について検討した結果，日勤者に比べ

「自宅での飲酒」，「入眠のための飲酒」が有意に多

いことが特徴であった。

また，男性交代勤務労働者の問題飲酒のリスク増

加には，「入眠のための飲酒あり」，「身体的負担が

高い」ことが関連し，「家族・友人からのサポート」

は問題飲酒のリスク減少に関連していたため，夜間

の勤務終了後の入眠困難感を把握し，飲酒以外の対

処行動を支援するとともに，友人や家族からのサ

ポートの重要性について啓発が必要である。

本研究にご同意いただき，快くご協力いただきました

A 工場従業員の皆様に深くお礼を申しあげます。

本研究は平成26年度新潟大学 GP 支援事業の助成を受

けて実施し，新潟大学大学院保健学研究科博士前期課程

に提出した修士論文を一部加筆修正したものである。

なお，本研究にあたり，開示すべき COI 関係にある企

業はない。

(
受付 2017. 1. 9
採用 2017.10. 5)
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Characteristics of male shift workers' drinking habits and factors related to drinking
problems

Chika YAMADA, Keiko KOBAYASHI2and Nao SEKI2

Key wordsmales, drinking problems, shift work, AUDIT, nightcap

Objectives To clarify the characteristics of shift workers' drinking habits, as well as factors related to their
drinking problems, and obtain an insight into the early detection of such problems and appropriate
interventions.

Methods An anonymous self-completed questionnaire survey was conducted involving all employees of a
factory. All the shift workers were male. Considering the sex diŠerences, we excluded daytime
female workers from the study. The number of participants was 230. The questionnaire inquired the
presence or absence of drinking problems, drinking habits, and factors related to these problems.
We analyzed the relationship between shift work and drinking problems, shift work and each drink-
ing habit, and drinking problems and each drinking habit. Binomial logistic regression analysis
using the backward elimination method was conducted, with `̀ the presence/absence of alcohol relat-
ed problems'' as the dependent variable, and variables showing the value of P＜0.20 through
univariate analysis as independent variables, with age, inputted simultaneously.

Results The drinking habits of shift workers compared to daytime workers were characterized by a sig-
niˆcantly higher percentage of those drinking `̀ at home'' (P＝0.037). In addition, compared with
daytime workers, shift workers showed a signiˆcantly higher percentage of those reporting a `̀ desire
to sleep well'' as the reason for drinking (P＝0.006), and a signiˆcantly higher percentage of those
having a nightcap (P＜0.001). Signiˆcant correlations were seen between increased risk of drinking
problems and `̀ having a nightcap'' (OR 6.38, 95CI: 2.1119.29, P＝0.001) as well as `̀ having a
heavy physical job stress burden'' (OR 2.24, 95CI: 1.114.51, P＝0.024). On the other hand,
`̀ receiving support from family and friends'' had a signiˆcant correlation with a reduced risk of
drinking problems (OR 0.75, 95CI:0.580.97, P＝0.030).

Conclusions Characteristics of male shift workers' drinking habits and factors related to drinking problems
indicated that the drinking habits of shift workers compared to daytime workers were characterized
by a signiˆcantly higher percentage of those drinking `̀ at home'' and `̀ having a nightcap''. `̀ Having
a nightcap'' and `̀ having a heavy physical burden'' were correlated with an increased risk of drink-
ing problems in male shift workers, whereas `̀ support from family and friends'' was correlated with
a reduced risk of drinking problems. It is considered important to understand di‹culties in falling
asleep after working the night shift and to support coping behaviors other than drinking. Further-
more, elucidation of the importance of support from friends and family is necessary.
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